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令和４年度「SDGs未来都市」に選定！

自治体SDGsモデル事業にも選定されました︕

経済

社会

環境

スマート農業実装（IoTや自動操舵機械等による環境制御機器の実装）
加速化、サウナやキャンプなどのアウトドアツーリズムの推進、鳥取砂
丘月面化プロジェクト など
コネクテッドカー（⼤型ワゴン⾞）を活⽤した地域出張型⾏政サービス
に取り組む自治体への支援、鳥取型MaaSの推進、「とっとり健康省エ
ネ住宅NE-ST」の普及 など
とっとりスタイル太陽光発電の推進によるエネルギーの地産地消と持続
可能な再エネの導入拡⼤、鳥取砂丘ボランティア除草、星空観察会の実
施などによるふるさとの自然を未来につなぐ取組 など 2

〜人口最少県とっとりの「小さくとも持続可能な地域づくり」への挑戦〜

SDGsに取り組む県⺠・企業を⽀援し、
誰もが活躍する「人づくり王国」を目指す︕
・STEP１（裾野拡大・理解促進）
→とっとりＳＤＧｓネットワーク、伝道師派遣、
ＥＳＤ教育の推進

・STEP２（実践）
→パートナー登録制度、
ＳＤＧｓポイント（デジタル支えあいポイント）制度

・STEP３（パートナーシップによる取組拡大）
→ＳＤＧｓ企業認証制度、マッチング制度

県⺠経済「最小」からの
持続的成⻑

経
済

過疎・高齢化が人口減少を加速する
「負の連鎖」の克服

社
会

環
境

「鳥取砂丘」「星取県」を継承できる
脱炭素社会への移⾏



【住み続けたい】
●コネクテッドカーによる地域出張型サービス

の導入実証
●”鳥取型MaaS”構築に向けた実証・基盤整備
●とっとり健康省エネ住宅（NE-ST）の普及拡大

課題： 県民経済「全国最小」
からの持続的成長経済

＜社会面の相乗効果①＞
多様な地域課題に着想した
新たなビジネス機会の提供 課題： 過疎・高齢化が人口減を

加速する「負の連鎖」の克服社会

＜経済面の相乗効果①＞
地域の多様なニーズに合った技術・サービスの提供

【移り住みたい】
●地域の空き家利活用の推進

●「ふるさと来LOVE（くらぶ）
とっとり」プロジェクト（ファミ
リーワーケーション全県展開、
副業・兼業人材の県内誘致
（鳥取県で週１副社長））

課題： 「鳥取砂丘」「星取県」を継承
できる脱炭素社会への移行環境

＜経済面の相乗効果②＞
環境と両立する経済・観光の

モデル提示

＜社会面の相乗効果②＞
省エネ・省コスト・脱炭素ベースの

新生活スタイル定着・拡大

＜環境面の相乗効果②＞
唯一無二の自然環境によ
る豊かな生活環境の提供

【地域課題解決型ビジネス】
●農業DX・林業DXの推進
●ドローン物流の実装に向けた取組

【環境共存型ビジネス】
●鳥取砂丘月面化プロジェクト発足・宇
宙産業人材の育成
●アウトドアツーリズム推進（とりキャン、
ととのうとっとりサウナ旅等）

【カーボンニュートラルへの挑戦】
●とっとりスタイル太陽光発電の実装に向けた取組

●森林の若返り促進

【ふるさとの自然を未来につなぐ】
●鳥取砂丘・大山・星空をみんなで守る取組
●山陰海岸ジオパークの保全と活用

三側面をつなぐ統合的取組

SDGsチャレンジ人財サポート事業

ESD教育伝道師派遣

パートナー
登録

SDGsポイント
制度

SDGs
企業認証

地域SDGsパート
ナーシップ加速化

STEP1

STEP2

STEP3

マッチング/橋渡し人財・企業

マッチング/橋渡し人財・企業マッチング/橋渡し人財・企業

県内外人財
の取り込み

県内外企業
の取り込み

「活躍」が「人財」を
呼び育む好循環

「活躍」が「企業」を
呼び育む好循環

＜環境面の相乗効果①＞
唯一無二の自然環境による
新たなビジネス機会の提供

都道府県
では全国初

SDGs未来都市自治体SDGsモデル事業
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全国に誇る“SDGs先進県・とっとり”

SDGs未来都市

鳥取市
（2021選定）

智頭町
（2019選定）

日南町
（2019選定）

設問：SDGsという言葉・内容を聞いたことがあるか

➢ 「聞いたことがある」は72.9％（前年度比＋43.0％）
「聞いたことがない」は26.0％（前年度比▲42.9％）

SDGs評価
ランキング

※住民が行政の取組を
総合的に評価

第１位（2年連続）

17ゴール評価
ランキング

※住民が行政の取組をゴール
ごとに評価した平均

第１位（R3、新設）

持続可能な行動をとる
人が多いランキング

※住民の行動・取組を
評価した平均

第１位（昨年22位）

SDGsに関する評価 全国１位！

⿃取県の政策に関する県⺠意識調査（R3.7）

「地域版SDGs調査2021」（R3.6 ㈱ブランド総合研究所）

第1回地方創生SDGs⾦融表彰（R4.3）

全国５９件の自治体・
金融機関による共同
取組から、５件を選定

→うち２件は県内自治
体（鳥取県・日南
町）が受賞！

鳥取県
（2022選定）
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【取組共有】令和４年度新たな取組

令和４年度第1回「とっとりSDGsネットワーク会議」

資料２



環境と健康を守りながら、快適に賢く住まうライフスタイルへの転換

「再生可能エネルギー消費の地産地消」と「新技術開発等」による地域経済の活性化

脱炭
素
産業

・県内企業の技術力・開発支援

とっとりエコライフ構想

グリーン投資による経済成⻑

ライフスタイルの変容

再生可能エネルギー地産地消
による地域経済活性化

・鳥取スタイルPPA

・県産材利用促進

・ＳＤＧsの推進

鳥取県

環境と経済の好循環による
2050年脱炭素社会の実現
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・鳥取県でCO2削減が進み、環境先進地としてREBORN（再生）へ。

その輪がリボンの様に繋がる。

・ロゴマーク：CO2の文字をリボン化し、青丸でゼロ化を表現。

＼ “脱炭素社会の実現に向けた取組 ”を自ら実践し広める／

「とっとりエコライフ構想（愛称：トットリボーン！）」

「とっとりエコライフ構想」にチャレンジする企業等の登録制度創設（６／２８～）

「とっとりエコライフパートナー」制度は2段階で登録し、
県は登録企業の取組を情報発信して県内企業の横展開を図ります。

＜とっとりエコライフ パートナー＞
・「とっとりエコライフ構想」の４本柱のいずれかに

取り組む企業・団体

＜とっとりエコライフ プラチナパートナー＞
・「とっとりエコライフ構想」の４本柱のすべてに

取り組む企業・団体
・特に先導的な事例として取組を進める企業・団体

とっとりエコライフ構想の柱

・ 環境と健康にやさしく暮らし はたらく

・ 再生可能エネルギーを 地産地消

・ スマートムーブで暮らす

・ 森林整備や森林資源の活用

愛称「トットリボーン！」について
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【実践拡大】とっとりSDGsパートナーシップ推進制度
概要 ○ SDGsの課題解決に取り組むパートナー登録企業の連携ニーズに合わせた、地域や学校等を含む

幅広いステークホルダーとのマッチング制度。

➢ さらに、企業等による個別取組の広域的な連携・協働を促すため、公募型プロジェクト事業を予定。

➢ ステークホルダー連携によるSDGs取組の拡大・新規事業創出へ︕

【実践拡大】デジタル⽀え合いポイント事業
概要 ○ デジタルを活用したポイント付与のプラットフォームの構築と効果的なポイント付与にかかる実証事業

を実施。SDGsのイベントへの参加によるポイント付与のほか、「家事シェアポイント」や「健康ポイント」
など、庁内の各種ポイント制度のプラットフォームとしても活用。

【人材育成】とっとりSDGs⼦ども伝道師制度
概要 ○ 学校でSDGsを学び、SDGsに関する取組を実践、未来へのメッセージを作成した学級の児童を「とっとり

SDGs子ども伝道師」として任命。

【実践拡大】とっとりSDGsビジネスアワード
概要 ○ SDGs推進のロールモデルとなり得るパートナーシップの取組を行った企業を表彰。

令和４年度の新たな取組
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【人材育成】とっとりSDGs⼦どもアンバサダー事業
概要 ○ 「とっとりSDGs子ども伝道師」を対象に、子ども伝道師同士のオンライン交流、県内のSDGsに取り組む

企業・地域の事例学習、海外とのオンライン交流などを通じSDGs未来人材を育成する。

【人材育成】SDGs課題解決型パートナーシップ促進モデル事業
概要 ○ 慶応大学湘南藤沢キャンパスが行う「未来構想キャンプ」を誘致し、地元高校生たちが本県をフィールド

にして、地域や企業の課題解決に向けたモデルを構築に取り組む。



経済社会環境 ３つの側面で企業活動を評価

将来の事業継続

経済
社会
環境

を目指す県内企業 27社を認証

認証企業への支援

SDGs経営のための 低利融資 補助金 ビジネスマッチング など

製造業、建設業、卸・小売業、サービス業幅広い業種の企業を認証︕

認証取得に挑戦する企業への支援

夏の集中セミナー・ワークショップ（業種別）、制度説明会 など

第２回公募

９月頃！

2030年までに⾃社全体で「再エネ100％」を目指す
「わくわく出社、うきうき退社」の健康経営を進める
BCPで事業継続⼒強化、地域災害対応へも貢献

評価された
取組例 サービス業

食品製造業

建設業

「とっとりSDGs企業認証制度」 第1回認証企業 決定︕
都道府県 全国初



ネットワーク構成メンバー×久松小学校による
連携の取組み（事例）

◎久松小学校の全校児童（約300名）が、6月の「縦割り活動
※学年を越えた全校による協働活動」の時間を活用し、ネットワーク構成
メンバーの中井みずほ氏（Tottori Mama‘s代表）を講師にエコラ
イフについて学習。
◎学習の中で、児童が家庭から持ち寄ったペットボトルや、因州和紙
工場で廃棄される和紙壁紙をアップサイクルし、未来へのメッセージを
書いた短冊等を付けた「ペットボトル風鈴」を制作中。

➣制作した風鈴は、7月5日の参観日に久松小学校内に展示。
➣更に、７月7日に開催する「七夕セレモニー」において、地域へSDGs普及啓発活動として、

児童が県庁ロビーに風鈴の飾りつけを⾏う予定。
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・学校でSDGsを学び、SDGsに関する取組を実践、未来へのメッセージを作成
した学級の児童を「とっとりSDGs子ども伝道師」として任命。
・子ども伝道師に任命された子どもたちを対象に、国内外の子どもたちとのオン
ライン交流など、ＳＤＧｓを深く知り実践する機会を提供し、未来を担う子供
たちを育成。

持続可能な地域社会の創り手の育成に向けて

★とっとりＳＤＧｓ子ども伝道師制度スタート！

県庁ロビーで久松小学校児童・湯梨浜中学校生徒等によるSDGｓ教育の
取組成果の展示・発表のほか、「とっとりSDGｓ子ども伝道師」の任命書交
付及びロゴのお披露目セレモニーを開催。

◎日時

７月7日（木） 13:45～14:00

◎プログラム

①とっとりSDGsネットワーク×久松小学校
「ペットボトル風鈴プロジェクト」の取組発表

②湯梨浜中学校によるSDGsプロジェクトの取組発表
(SDGs学び→普及啓発ポスター制作）

③「とっとりSDGs子ども伝道師」任命書交付式

④「とっとりSDGs子ども伝道師ロゴ」公募・選定結果の発表 久松小学校
「ペットボトル風鈴」

湯梨浜中学校
「SDGsポスター」



「とっとりSDGsシーズン2022」企画骨子案

令和４年度第1回「とっとりSDGsネットワーク会議」

資料３
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「とっとりSDGsシーズン２０２１」開催報告①

メッセージ トークセッション

『南部町の人と自然のつながりによる生態系保全の取組』
⾥⼭、⼭⾥、⾥海、⾥地、⼆次⾃然など、⼈間が⼿を加えて
維持管理している環境が「⼈が⼿を加えた⾃然＝⼿⾃然」。
⼈と⾃然のつながりによる生態系のあり方や⾃然・生物多様性
とSDGsの関係、⾥⼭保全活動など、南部町で「⼿⾃然」を
テーマに実施されている生態系保全の取組について紹介。

『若者が描く2030年の⿃取』
高校生、⼤学生、社会⼈が若者の視点でSDGsの普及啓
発を⾏っている「とっとりSDGs若者ネットワーク」のメンバーが、
今までの活動を振り返りつつ、活動の中で⾒えてきたSDGsに
対する思いなどについて語り合います。

『持続可能な未来の田舎づくり』
鳥取県八頭郡八頭町にある、閉校となった小学校をリノベー
ションし、カフェや地域住⺠のコミュニティスペース、シェアオフィス
やコワーキングスペース等、様々な機能を備えた施設として活
用されている「隼Lab.」。
「隼Lab.」を中⼼に、関係⼈⼝の創出や若者の⼈材育成、
地域経済の活性化など、株式会社シーセブンハヤブサが⾏う
SDGsをコンセプトとした持続可能な田舎づくりの取組を紹介。



14

「とっとりSDGsシーズン２０２１」開催報告②

SDGs基礎・入門セミナー

最近よく聞いたり目にする「SDGs」。でも、「詳しい内容はよく
知らない」とか、「何をすればよいか分からない」と感じている方
が多いのではないか。そこで、SDGsの普及啓発を⾏っている
「とっとりSDGs伝道師」が、SDGsを分かりやすく解説。

SDGs普及啓発リレー

「とっとりSDGsシーズン2021」の県内全市町村の取組として、
SDGs普及啓発リレーを実施し、各⾃町村ごとにSDGsステッ
カーの掲示やSDGsパネルを展示

SDGsライトアップ

12月6日から12月31日まで、鳥取駅
前バードハットをSDGs横断幕の掲出や
17色のSDGsカラーでライトアップ

SDGsキッチン

11月26日（⾦）にとっとりSDGｓ
ネットワーク構成員であるTottori
Mama‘sさんと連携し「SDGsキッチン
（ロースイーツ教室）」を開催

その他関連イベント（⼀例）

小学生との連携イベント

SDGsの普及啓発活動の一環として、鳥取市内の小学生と連携し、フラッグの掲出や
メッセージカードの展示を実施

シーズン期間中、SDGsパートナーなど県内の様々なステークホルダーがSDGsの普及
啓発や実践の取組を実施



昨年度初開催した鳥取発のSDGs普及啓発・実践強化期間「とっとりSDGsシーズン」につい
て、この度の「SDGs未来都市」選定を踏まえ、内容をバージョンアップし、10月下旬〜12月の期
間（予定）でSDGsの各種イベントを実施。
⇒SDGs未来都市選定を踏まえて、国の支援も活用し、本県の取組を県内外に発信するともに、SDGs
認知度・理解度の更なる向上、県⺠一⼈ひとりのSDGs達成に向けた更なる実践の拡⼤に繋げていく。

リトルで利取る︕「とっとりSDGs未来都市」
「とっとりＳDGsシーズン」 令和４年度メインテーマ（案）「とっとりＳDGsシーズン」 令和４年度メインテーマ（案）

（１）SDGs未来都市選定記念フォーラム
＜第1部＞ ※ハイブリッド型イベント（リアル+オンライン配信）

①著名人による基調講演
◎著名⼈・専門家等によるSDGsの講演

② 特別講演（事例講演）
◎県外のＳDGs取組事例について実践者による講演

③ トークセッション
◎基調講演・特別講演の講演者と知事、児嶋ネットワーク代表によるトークセッション

＜第2部＞ ※オンライン配信
①SDGs未来都市（⿃取県）PR動画公開
②県内SDGs未来都市（⿃取県、⿃取市、智頭町、日南町）セッションサイト公開

※今後、関連市町と調整
③とっとりSDGsビジネスアワード表彰式
④とっとりSDGs子どもアンバサダー委嘱状授与式

SDGsシーズン2022

「とっとりSDGsシーズン２０２２」企画骨子案①
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「とっとりSDGsシーズン２０２２」企画骨子案②

（２）地域×SDGsネットワーク普及啓発イベント
①とっとりSDGsネットワーク×とっとりSDGs若者ネットワーク×とっとりSDGs子ども伝道師
コラボイベント【実践イベント】※とっとりSDGs若者ネットワークメンバーを中⼼に今後企画案を検討。

② ネットワークと地域が連携したフラッグ・パネル掲出 ※恒例イベント
③ SDGsカラーをイメージしたライトアップ ※恒例イベント

（３）関連イベント
とっとりSDGsネットワーク、とっとりSDGs若者ネットワーク、とっとりSDGs自治体ネットワーク、

とっとりSDGsパートナー、県庁各部局が⾏うイベント・取組を「関連イベント」として⼀体的に発信。

多岐にわたる「とっとりSDGsシーズン2022」の取組を、効果的に広く県内に浸透させるに戦略的な広報を⾏う。

Ownedメディア
（⾃前媒体による発信）

Ownedメディア
（⾃前媒体による発信）

○とっとりＳDGsポータルサイト
○SDGｓパートナーメーリングリスト
○県HP など

発信頻度を高め、継続的な発信により
幅広い県⺠のSDGs認知・理解を促す。

○テレビ、
○新聞
○インターネット広告 など

各種メディアを有機的に連携させ、
不特定多数に対してＳDGs各種取組の情報を
効果的に発信する。

Earned・Sharedメディア
（拡散メディアによる発信）
Earned・Sharedメディア
（拡散メディアによる発信）

○Instagram
○Twitter
○Facebook など

SNS等の⼝コミ効果を有効に活用し、多様なス
テークホルダーの共感を獲得する。

コンテンツ配信
Ownedメディアへ

誘導 コンテンツ配信

SNS情報拡散

広告へ集客

Paidメディア
（仲介メディアによる発信）

Paidメディア
（仲介メディアによる発信）

リアルイベント
（集客による発信）

リアルイベント
（集客による発信）

○SDGsパートナーによる各種イベント
○PR・広報イベント（キャラバン等）
○集客イベント など

リアルイベントにより、興味関⼼がある層のみなら
ず、潜在的ステークホルダー層にも
体験等を通じて興味関⼼を喚起する。

連動

連動

「とっとりSDGsシーズン2022」を盛り上げ、効果的に県⺠に取組を浸透するために・・・


